
　

 基本事業

 見守り、助け合い、話し合い

　＜連絡調整会議＞　（実施場所：古前市民センター） 　　　　　　　　２０２１～２０２５

出席人員 　住民、関係機関・団体が協働して地域福祉を推進
 保健福祉課⇒いのちをつなぐネットワーク係 していくための指針となる「地域福祉活動第六次
 　　　　地域包括支援センター、地域保健係 計画」
 区社協、地域支援コーディネーター 本計画では地域福祉活動の大切な３つの視点
 消防署、民生委員児童委員 「見守り」「話し合い」「助け合い」を持ち、
 市民センター館長、校区自治会 住民が抱える困りごとを見つけ、話し合い、解決
 校区社協福祉協力員 、ニーズ対応員 するしくみの充実を目指す。

本計画の実現は、国全体で進めている「地域共生

 ※古前市民センターにて福祉協力員、 ニーズ対応員の皆様による 　 社会」の実現や「ＳＤＧs」の達成にもつながる。
　１人暮らしの高齢者や高齢者世帯への見守り活動状況を報告しま また行政計画の「北九州市の地域福祉
　した。 ２０２１～２０２５」（北九州市地域福祉計画）
　（見守り活動世帯数 ⇒ ７月：１５６世帯） との整合性を図っている。

「基 本 理 念」

 福祉協力員 ・多くの方が元気で過ごされている  みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり

 ニーズ対応員 ・入院された方の状況報告

・熱中症予防の呼びかけ

・新型コロナ感染症予防のワクチン接種状況確認

 消防署 ・熱中症の予防について⇒十分な水分補給をとること ⇒

・防災アプリで災害情報をいち早く入手して下さい

 いのちをつなぐ ・新型コロナ感染症生活困窮者自立支援の案内

 ネットワーク ・新型コロナ感染症予防のワクチン接種について　
 地域包括支援 ・新しい生活様式における熱中症予防行動のポイント

 センター ・熱中症の応急手当

地域保健係 ・令和３年度の集団検診について 　

 区社会福祉協議会 ・小地域福祉活動計画の概要説明 　⇒

 地域支援 ・社協だよりの報告

 コーディネーター

 民生委員児童委員 ・福祉台帳の作成、見守り活動報告

　⇒

 ・古前いきいきサロン
７月９日　折り紙教室　小物いれ

・古前にこにこサロン
７月１４日　茶話会

・コロナ禍における生活や身の回り状況の語り合い

・コロナ感染症のワクチン接種と接種後の副作用について

・サロン行事予定の連絡

⑯ 平和と公正をすべての人に

⑰ パートナーシップで目標を達成しよう

⑨ 産業と技術革新の基盤をつくろう

② 飢餓をゼロに

⑥ 安全な水とトイレを世界中に

⑩ 人や国の不平等をなくそう ⑪ 住み続けられるまちづくりを

⑫ つくる責任つかう責任 ⑬ 機構変動具体的な対策を

⑭ 海の豊かさを守ろう ⑮ 陸の豊かさも守ろう

④ 質の高い教育をみんなに    

① 貧困をなくそう

③ すべての人に健康と福祉を

⑤ ジェンダー平等を実現しよう

⑦ エネルギーをみんなにそしてクリーンに

⑧ 働きがいも経済成長も

令和３年 ８月 １５日

実施日 出席者

 ７月８日（木）
10時～11時 ２４名

　書面議決により決議対象者  ４７名（同意 ４５名、未提出２名）

≪令和3年度総会（２年度事業報告・決算、３年度事業計画・予算）≫

　　《基本目標》 　　　《基本項目》

報告部署 報告内容

　　 十分にする

◎酷暑です注意を！

　１ 熱中症対策をする

　２ 食中毒を防止する

　３ 無理な外出をしない

　４ 新型コロナ感染症対策は

Ｎｏ.１０８

古前校区社会福祉協議会

若松区古前一丁目28-23

TEL 771-8202

発行責任者 結 城 章 生

ふ る ま え 社 協 だ よ り

ふ れ あ い ネ ッ ト ワーク 活 動 推 進 事 業

サロン事業

北九州市地域福祉活動第六次計画

「地域共生社会」とは

制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超

えて、地域住民や地域の多様な主体が「我が事」として参画し、人と

人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、住民

一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会

ＳＤＧsとは（エス・ディー・ジーズ）

「持続可能な開発目標」１７のゴールと169のターゲット（具体目標）

で構成され、地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っています。

１ 福祉の風土を広げ、

地域域の困りごとに

気付く力を高めよう

＊見守りのしくみの充実

① 福祉の心を広げよう

② 福祉を学び、福祉の

仲間を育もう

③ 見守る力を高めよう

④ 困りごとを受け止める場を

作ろう

２ 住民、関係機関・団

体 のネットワーク

で困りごとを話し合

おう

＊話し合いのしくみの

充実

①困りごとを話し合う場をつくろ

う

②住民、関係機関・団体でつな

がろう

③困りごとを解決するしくみを

つ

くろう

④未来に向けた活動を考えよ

３ 一人ひとりの困りご

とを助け合おう

＊助け合いのしくみの

充実

①生活の困りごとを助け合おう

②ボランティア・市民活動を進め

よう

③安心な暮らしを守ろう

（権利 擁護）

④社会参加・自立をすすめよう

➄災害時に備えよう

⑥活動のための財源をつくろう


